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市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の

外
国
人
市
民
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

言
葉
や
文
化
、
習
慣
な
ど
が
異
な
る

国
で
生
活
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、支
援
が
必
要
で
す
。

一
方
で
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
が

暮
ら
し
、
活
動
す
る
こ
と
は
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
西
宮
市
国
際
交
流
協
会
は
、
多
言

語
情
報
の
提
供
や
生
活
相
談
な
ど
外

国
人
市
民
に
対
す
る
必
要
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を
借

り
て
、
外
国
人
市
民
と
の
交
流
や
相

互
理
解
を
図
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
事
業

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
は
西
宮
市
国
際
交
流
協
会

へ
。

　　
猿
Ｎ
Ｉ
Ａ
地
球
っ
子
ク
ラ
ブ
　
小

学
生
を
対
象
に
、
外
国
人
ゲ
ス
ト
と

の
交
流
を
通
し
て
国
際
理
解
を
深
め

ま
す
　
猿
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
　
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
　
外
国

に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
と
そ
の
親

の
交
流
・
子
育
て
相
談
の
場
で
す

　
猿
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　
留
学
生
や
研

修
生
が
日
本
の
家
庭
の
暮
ら
し
を
体

験
し
ま
す

　
猿
食
文
化
交
流
　
日
本
の
季
節
料

理
な
ど
を
一
緒
に
作
り
ま
す

　
猿
文
化
交
流
　
相
互
に
文
化
を
紹

介
し
合
い
、
相
互
理
解
を
深
め
ま
す

　
猿
ス
ペ
イ
ン
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
　
「
ス
ペ
イ
ン
語
お
し
ゃ
べ
り
の

会
」
を
開
催
し
た
り
、
ス
ペ
イ
ン
語

新
聞
を
発
行
し
ま
す

　　
猿
日
本
語
教
室
　
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
指

導
。
ク
ラ
ス
形
式
の
レ
ッ
ス
ン
や

「
児
童
・
生
徒
と
そ
の
親
の
た
め
の

日
本
語
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
も
開
催

し
て
い
ま
す

　
猿
英
語
通
訳
・
翻
訳
　
生
活
相
談

等
に
関
わ
る
通
訳
・
翻
訳
、
市
政
ニ

ュ
ー
ス
の
英
語
版
（
抜
粋
）
の
発
行

な
ど
を
行
い
ま
す

　
猿
生
活
相
談
　
専
門
家
よ
る
「
外

国
人
の
た
め
の
在
留
資
格
・
法
律
の

無
料
相
談
会
」
を
開
催
。
日
常
生
活

上
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

　
猿
機
関
紙
「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
　

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
・

朝
鮮
語
の
４
カ
国
語
で
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
紹
介

　
猿
さ
く
ら
Ｆ
Ｍ
（
　
・
７
メ
ガ
ヘ

７８

ル
ツ
）
放
送
　
外
国
人
と
の
ト
ー

ク
、
外
国
語
に
よ
る
地
域
・
防
災
情

　
私
は
、
３
年
前
ま
で
香
川
県
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
間
、
関
西
に
も
頻

繁
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
学
を
専
門
と
し
て
い
る
関
係

で
、
西
宮
の
先
生
方
の
目
覚
ま
し
い
活
動
に
注
目
し
、
交
流
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
西
宮
市
の
　
万
人
の
人
口
の
中
に
は
６
６
０
０
人
ほ
ど
の
外
国
人
登
録

４８

を
し
て
い
る
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
割
合
に
し
て
１
・
４
％
で
す
。
日

本
全
体
で
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
は
１
億
２
８
０
０
万
人
中
の

２
１
３
万
人
で
す
の
で
１
・
７
％
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
や
や
少
な
め

で
す
。
ま
た
、
日
本
全
体
で
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
は
　
年
前

１０

に
比
べ
て
　
万
人
増
加
し
、
約
１
・
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
宮
市
の

４５

外
国
人
登
録
者
数
は
、
こ
こ
　
年
ほ
ど
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
変
わ
っ
て
い

１０

ま
せ
ん
。
構
成
も
こ
の
　
年
間
に
、
外
国
人
登
録
の
国
籍
欄
表
示
が
「
朝

１０

鮮
」
も
し
く
は
「
韓
国
」
と
い
う
人
（
以
下
、
「
韓
国
・
朝
鮮
籍
者
」
と

し
ま
す
）
が
４
０
０
０
人
前
後
で
少
し
減
り
、
「
中
国
」
と
い
う
人
（
以

下
、
「
中
国
籍
者
」
と
し
ま
す
）
が
８
０
０
人
か
ら
１
２
０
０
人
に
増
え

て
い
ま
す
が
、
大
き
な
変
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
全
体
の
中
で
は
中

国
籍
者
が
増
え
て
、
韓
国
・
朝
鮮
籍
者
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
西
宮
市
の
外
国
人
登
録
者
数
が
人
口
の
１
・
４
％
と
い
う
こ
と

は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
２
ク
ラ
ス
に
１
人
は
外
国
人
が
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
学
校
生
活
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
だ
。
こ

の
よ
う
な
外
国
人
の
友
だ
ち
が
い
た
と
思
い
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
先
ほ
ど
、
西
宮
の
外
国
人
登
録
者
数
の
３
分
の
２
は
、
韓
国
・
朝
鮮
籍

者
で
あ
る
と
記
し
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
の
多
く
は
、
１
９
１
０
年
か
ら

１
９
４
５
年
ま
で
朝
鮮
半
島
を
日
本
の
領
土
と
し
て
い
た
植
民
地
支
配
に

よ
っ
て
日
本
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
と
そ
の
子
孫
で
す
。
日
本
の

社
会
は
、
そ
の
人
た
ち
が
朝
鮮
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し

た
で
し
ょ
う
か
。
１
９
４
０
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
創
氏
改
名
」
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
「
創
氏
改
名
」
と
は
、
朝
鮮
に
「
氏
」
（
家
制
度
）
を

創
（
つ
く
）
る
と
し
て
、
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
よ
う
に
し
な
が

ら
も
、
朝
鮮
の
民
族
的
な
姓
名
を
「
日
本
的
な
」
氏
名
に
変
え
さ
せ
よ
う

と
し
た
政
策
で
す
。
現
在
で
も
、
日
本
に
暮
ら
す
韓
国
・
朝
鮮
籍
者
の
中

で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
日
本
的
な
」
名
を
「
通
名
」
と
し
て
使
わ
ざ
る
を

得
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
、
も
し
皆
さ
ん
の
周
り
に
韓
国
・
朝

鮮
籍
者
が
い
て
も
、
気
付
か
な
い
、
見
え
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　
西
宮
市
で
は
、
外
国
人
市
民
施
策
基
本
方
針
を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
本
名
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
市
職
員
や
各
学
校
の
教
職
員
も
努
力
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
は
秘
書
・
国
際
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
７
２
）
へ
。

　西宮市国際交流協会の活動を支援する賛助
会員を募集しています。
　会員になると、各種イベントの優先案内や
資料の貸出し、市内施設の入館料割引などの
特典があります。年会費は個人３０００円、団
体２万円です。

　
西
宮
市
国
際
交
流
協
会
は
、
２
月
　
日（
日
）に

１２

「
西
宮
国
際
交
流
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
＝
下
表
参

照
。
　
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
で
き
る
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま

す
。
５
枚
以
上
の
シ
ー
ル
を
集
め
た
先
着
１
０
０
人

に
は
景
品
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
は
西
宮
市
国
際
交
流
協
会
へ
。

報
な
ど
を
提
供
し
ま
す

　　
猿
エ
ン
ジ
ョ
イ
ト
ー
キ
ン
グ
　
外

国
人
ゲ
ス
ト
と
英
語
・
中
国
語
等
で

話
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
す

　
猿
国
際
理
解
講
座
　
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
国
際
理
解
を
深
め
る
講
座
を

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す

　　
西
宮
市
国
際
交
流
協
会
は
、
「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
要
受
講
料

等
。
　
【
日
程
】
４
月
７
日
～
６
月
　
日
３０

（
　
回
）
の
土
曜
午
前
　
時
か
ら

１２

１０

　
【
対
象
】
同
講
座
修
了
後
、
西
宮

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
と

し
て
外
国
人
に
日
本
語
で
日
本
語
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
人

　
【
定
員
】
　
人
３０

　
【
申
込
】
所
定
の
申
込
書
を
２
月

　
日
（
必
着
）
ま
で
に
西
宮
市
国
際

２９交
流
協
会
へ
持
参
か
郵
送
を
。
書
類

選
考
あ
り
　
※
申
込
書
は
同
協
会
、

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
所

横
、
各
公
民
館
、
中
央
・
北
口
図
書

館
に
あ
り

賛助会員を募集

皐
多
文
化
共
生
を
考
え
る
皐

見
え
る
人
び
と
、見
え
な
い
人
び
と

　
　
こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
通
夫

煙会場：フレンテ西宮４・５階（④、⑥はフレンテホール）
内容時間

①バザー・展示

ＮＰＯ団体や姉妹友好都市市民の会などが出展午前10時～午後4時

②日本文化体験コーナー
着物の帯結びや琴のパフォーマンス。抹茶、和菓子など
もあり（有料）午前10時～正午

③地球っ子企画「まなべるワールド」
国際理解ワークショップ（小学生が企画したクイズなど）
にチャレンジ午前10時半～正午

④にしのみや留学生日本語スピーチ大会
市内大学に在学中の留学生や国際交流協会で日本語を学
ぶ外国人が日本語でスピーチを披露

午前10時半～午後0
時半
⑤ＮＩＡボランティアによる「インターナショナル　カフェ」

イギリスの紅茶、南米のコーヒーを用意（お菓子付き、
有料）。数に限りあり午後0時15分～3時

⑥民族音楽パフォーマンス　

二胡、ピアノ、オカリナのコラボレーションや、サル
サ、フラダンス、Ｋ―ＰＯＰなど華やかなダンスから情
熱的な演奏まで多彩なステージをお楽しみください

午後1時半～3時半

着物を着て日本の文化
を体験

会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

察
受
講
生
募
集

　西宮市には、多くの外国人市民が生活し
ています。外国人市民との交流を図るため、
西宮市国際交流協会は、「西宮国際交流デ
ー」を開催します。また今回は、西宮市国
際交流協会の事業内容や多文化共生に関す
る記事も紹介します。
　問 合 せ は 西 宮 市 国 際 交 流 協 会
（0798・32・8680…午前９時45分
～午後６時、火曜・祝日休み）へ。

支
援
・
相
談

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
の
提
供

交
流
の
場
づ
く
り

国際交流特集

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催


